
東員町地域公共交通網形成計画の
策定について

三重県東員町政策課



東員町地域公共交通網形成計画の策定について

・地域にとって望ましい公共交通の姿を明らかにする
マスタープラン

・まちづくりと連携し、かつ面的な公共交通ネットワークを再構築するた

めに実施する事業（地域公共交通特定事業など様々な取組）につい

て記載するもの

地域公共交通網形成計画：

※国が定める基本方針に基づき、地方公共団体が協議会を開催しつつ、

交通事業者等との協議の上で策定



「東員町の今後の公共交通について」

交通政策基本法の基本原則に則り、

①地方公共団体が中心となり、
② まちづくりと連携し、
③面的な公共交通ネットワークを構築することが必要となる

・日常生活等に必要不可欠な交通手段の確保
・まちづくりの観点からの交通施策の促進 等

マスタープランとなる「地域公共交通網形成計画」（法定計画）を
策定することが推奨されている。



（１）これまでの経緯と必要性

●東員町では、「地域公共交通活性化再生法（以下、「活性化再生法」）」に基づき、平成
25年6月に「東員町地域公共交通総合連携計画」（以下「連携計画」）を策定。この計画
に基づいて現行のオレンジバスのネットワークを再編した。

●平成25年12月に「交通政策基本法」（以下、「基本法」）が公布・施行

●平成26年11月20日 活性化再生法の改正

「基本法」の基本方針に基づき，地方公共団体が交通事業者など地域の関係者と連携し
つつ， マスタープランとなる法定計画として「地域公共交通網形成計画」を策定すること
が可能となった。この結果、連携計画は、任意の計画となった。

●東員町の連携計画は、計画期間が平成25年度～平成32年度であり、来年度に終了。

●このため、来年度中に網形成計画を作成し、今後の東員町の公共交通の姿を明確に
する必要がある。



（２）計画の役割

【網形成計画において留意すべき事項】

①まちづくり、観光振興等の地域戦略との一体性の確保

②地域全体を見渡した総合的な公共交通ネットワークの形成

③地域特性に応じた多様な交通サービスの組み合わせ

④住民の協力を含む関係者の連携

⑤広域性の確保

⑥具体的で可能な限り数値化した目標

○網形成計画は、「地域にとって望ましい公共交通網の姿」を明らかにする「マスタープ

ラン」（ビジョン＋事業体系を記載するもの）の役割を果たすもの。

○まちづくりと連携し、面的な公共交通ネットワークを再構築するために実施する事業に

ついて記載する。



【現状】オレンジバスの主な利用目的

・通院利用 ・通学利用 ・通勤利用

・買物利用（ショッピングモール等） ・余暇的利用

利用者の異なるニーズに
応じたルート・ダイヤを検討

時間帯によって利用目的が異なる

朝夕：通学、通勤利用者が多い ⇒ 北勢線につなぐことを重視

昼 ：通院や買物利用者が多い ⇒ 広く買物施設、病院に向かう



オレンジバスの路線

鉄道駅

スーパー等買物施設

病院

東員町役場



（１）現行の連携計画との関連性

網形成計画は、現行の連携計画の評価と課題を踏まえて策定する。

東員町地域公共交通網形成計画の策定に向けた基本的な考え方

（２）東員町コミュニティバスの主な対象

・高校生等の通学

・高齢者の買い物、通院



計画の内容（案）

（１）基礎調査

①人口の推移と予測、施設分布、通勤・通学流動など、移動の要因を整理

②公共交通の利用実態（利用者数の推移など）

③上位関連計画の整理

（２）実態調査

例） ①住民アンケート調査 ②バス利用者アンケート調査

③関係者ヒアリング ④パーソントリップ調査

（３）現行の連携計画の評価

①連携計画の目標、事業達成状況の評価

②連携計画で残された課題の整理



（４）東員町地域公共交通に関する課題の整理

（５）法定の記載事項

①計画の理念と基本方針

②計画の目標と目標指標

③ネットワークの形成方針

④目標を達成するための事業

⑤計画の評価方法



月 地域公共交通会議 事 務 局

１２月 第３回地域公共交通会議の開催

１月

２月

３月 第４回地域公共交通会議の開催

４月

５月

６月
令和２年度
第１回地域公共交通会議

７月

東員町地域公共交通網形成計画策定のスケジュール

○連携計画の評価、課題検討

○実態調査の方法について検討

○令和２年度予算の検討

○コンサルタント会社選定

（実態調査）

○計画の骨子の検討



月 地域公共交通会議 事 務 局

８月

９月 第２回地域公共交通会議の開催

１０月

１１月

１２月 第３回地域公共交通会議の開催

１月

２月 第４回地域公共交通会議の開催

３月

○各種調査・分析実施

○主要な施策・事業の検討

○各種調査・分析実施

○施策・事業の検討

○計画（案）の作成

○計画（案）の作成

○パブリックコメントの実施、

結果の反映

○計画の決定

○国への送付



計画策定に関する国の補助金

【地域公共交通調査事業（計画策定事業）】（国土交通省）



東員町公共交通会議の特徴



利用いただくにはどうしたら良いか？

必要なバスを分かりやすく伝えることが必要

・乗り継ぎ等をわかりやす
い提案方法の検討

・インターネットを通じたバ
スの見える化の可能性



東員町生活交通を考える会

東員町地域公共交通会議の部会として、「東員町生活
交通を考える会」を設置し、多くの方に乗車していただけ
るよう会議が行われています。

本会はシニアクラブ、元自治会長、高校生やオレンジ
バス利用者といった方々で構成されています。

「東員町生活交通を考える会」による利用促進活動

・オレンジバスの利用促進活動を行う
・町内の公共交通の在り方について意見交
換を行う

東員町生活交通を考える会

・高齢者 ・高校生
・ＰＴＡ ・学識経験者
・ＮＰＯ法人代表

委 員

部会

東員町地域公共交通会議



三重県交通政策課様の「見える化事業」を
活用させてもらい、インターネットによる「見える化」
を導入している。

東員町が導入したシステム

・ＭＯＫＵＩＫＵ（もくいく） ・・・バス路線検索サービス

・ＰＩＮＡ（ぴな） ・・・バスロケーションシステム

・乗降センサー ・・・バス利用者の乗降カウントシステム

・楽ＰＩＮＡ ・・・簡易版バスロケーションシステム



ＭＯＫＵＩＫＵ（もくいく） ＰＩＮＡ（ぴな）
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